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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という

４技能の力をつける授業です。そのため、言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加

しましょう。 

 中学校で習ったことの定着なしには、高校で習う新たな学習事項を使いこなすことはできません。

そのため、最初の時期は中学校で学んだ内容を確認しながら授業を進めます。中学校レベルの内容

から次第にステップアップしていくために予習復習は必ず必要です。 

 英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを

意識して学習することが大切です。常に「実用的な英語を学ぶ」ということを意識して学習しまし

ょう。 

 音読は外国語学習の中でとても大切な手法の一つです。英語のリズムやイントネーション、発音に

気をつけ、聞いている人にきちんと伝わるように、はっきりとわかりやすい音読を心がけましょう。 

 

  



２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 1 学年】 

履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（3 単位）及び「ベーシックイングリッシュ」（2 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・ 身近なトピッ

クについて意

見や情報を表

明できる。 

・ 学んだり経験

したことにつ

いてきちんと

発言できる。 

・ 相手の発話に

対して積極的

に 応答 で き

る。 

・ リズム、イン

ト ネー シ ョ

ン、発音、声

量に注意しな

がら話せる。 

 

 

 

BE(TT) 

Show&Tell 

スピーチ 

インタビュ

ーテスト 

 

コミ英Ⅰ

課題研究、

グループ発

表など 

・語句･表現･構造･

文法に注意して英

文を組み立てる 

・つなぎの語句を使

ってまとまりのあ

る文を書く。 

・辛抱強く、辞書な

どを使い文を完成

させる努力をす

る。 

コミ英Ⅰ 

考査前課題

に英作文 

長期休暇課

題に英語絵

日記 

BE 

学んだ文法

事項、表現を

使って自由

英作文 

 

・英検準 2 級レベ

ルの概要を理解

できる。 

・ゆっくりはっき

り話されれば、

身近なトピック

は 概 要 が わ か

る。 

・話し手の意図や

気持ちを理解で

きるようにリズ

ムやイントネー

ションの違いを

聞き分けること

ができる。 

・場面や状況、相

手の表情などを

踏まえ、話し手

の意図を把握す

る こ と が で き

る。 

コミ英Ⅰ 

学期ごとの

リスニング

テスト 

 

BE(TT) 

授業内での

リスニング

テスト 

・250 語程度の

英文を理解

できる。 

・英文の構造を

理解し、語

句、文法事項

等の知識を

使って英文

を理解する。 

・様々な種類の

文を読み、書

き手の意図

を推測する。 

・発音・リズ

ム・イントネ

ーションに

留意して音

読できる。 

コミ英Ⅰ 

毎授業での

音 読 レ ー

ス。 

 

 

BE(TT) 

暗唱文の音

読、グルー

プ音読 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( ８時間) 

A Story 

about 

Names 

 
姓名の順、
姓の成り立
ち、姓のな
い国など、
名前を巡る
世界の状況
について学
ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、会

話を続ける。 

 次にグループワーク

として音読レースを行

う 

各国における名前をめぐ

る事情の違いについての

キーワードをワークシー

トにメモし、それを参考

にしながらペアで質疑応

答をする。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、会話を続けてい

る。グループワークで

音読の正確性と発音

を評価基準として加

える。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

名前についての説明
を読んで、その内容
を要約する。 

各セクションの内容
を、画像を見ながら口
頭と書面で要約する。 

名前についての説
明を読んで、その
内容を要約するこ
とができる。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

各国においての名前
をめぐる認識をふか
め、読んだことを理
解する。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、ストーリーを
理解し、音読を通じて
内容を感じ取る。 

姓名について各国
による事情等を理
解することができ
る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

中学校レベルの動
詞、目的語、時制に
ついての理解度を深
める。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。特に文型につ
いて徹底確認する。 

SV／SVO／SVCな
どの文型を理解し
ている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

Lesson 2 

( 8時間) 

Messages 

from 

Yanase 

Takashi 

やなせたか
しさんがア
ンパンマン
を通して、私
たちに残し
たメッセー
ジを通じて、
平和につい
て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、内

容理解を深める。 

自分の好きなキャラクタ

ーについてワークシート

にメモし、それを参考に

しながらペアで質疑応答

をする。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、会話を続けてい

く。音読、群読をさせ

る。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

自分の考えやある人
やものの様子などを
簡潔にまとめて書
く。 

ワークシートを用い
て、自分の考えや好き
なキャラクターをま
とめて書く。 

内容を理解し、自分
の考えや好きなキ
ャラクターについ
て簡潔に書くこと
ができる。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

やなせたかしさんか
らのメッセージにつ
いて理解する。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、やなせたかし
さんの考えるヒーロ
ーのイメージととも
に、その内容を理解す
る。 

やなせたかしさん
について読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

文型（SVOC）それ
ぞれの意味や働き，
比較・最上級の形を
理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

文型、比較級や最上
級を理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 8時間) 

Purposes 

of the 

Olympics 

 
オリンピッ
クは 4 年に 1
度のスポー
ツイベント
であるが、そ
の目的とは
何か。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

オリンピックの歴史

（古代・近代）とオリン

ピックの問題点、その意

義について学ぶ。 

オリンピックの基礎知識

を学ぶ。また、オリンピ

ックを通して国際交流へ

の関心を養う。 

ペアワークによる音

読、さらに群読の経験

を増やして、なめらか

な音読をどれだけで

きるようになるか。 

 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

オリンピックの歴史

（古代・近代）また、そ

の問題点とは何か。聞
き手に伝わるように
話す。 

オリンピックの歴史（古

代・近代）また、その問

題点について、グループ
で互いに話し合う。 

英語を音読の際、内容

が聞き手に伝わるよ

うに話すことができ

る。 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

オリンピックの歴史
とその大切さ、また
問題点を理解する。 

セクションごとに、オ
リンピックの開会式
を描いた絵また写真
などを見て、その内容
を理解する。 

オリンピックの基
礎知識について読
んだことを理解す
ることができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞と受動態の理
解。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

助動詞と受動態の
意味やその形を理
解しているかどう
か。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

Lesson 4 

( 8時間) 

病院に設置

されている

芸術作品か

ら、人々を

癒すことが

できる芸術

の力を学

ぶ。 

 
芸術作品の
病院にお
ける例に
ついて。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、自

然な対話を心がけて話

す。 

ペアで協力してワークシ

ートに対和文を完成させ

る。 

それに基づき、自然な会

話をする。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、自然な対話を心が

けて話すことができ

る。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

病院に設置されてい
る芸術作品について
自分の考えを、英語
で表現する。 

病院にある芸術作品
の効果について簡単
な英語で話すことが
できる。 

病院内の芸術作品
の効果について理
解し、ポイントとな
る英語表現を記憶
する。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

病院の芸術作品の意
義を理解し、相手に
わかるように表現す
る。 

セクションごとの芸術
作品の意義を感じ取
り、そのイメージとと
もに、その内容を理解
する。 

外国と日本の視点
で病院の芸術作品
のあり方を理解す
ることができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在進行形／現在完
了形／過去完了形 
に理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

現在進行形／現在
完了形／過去完了
形 それぞれの意
味や働き，形を理解
している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 8時間) 

Writing 

Systems in 

the World 

 
世界の様々
な文字やそ
の成り立ち、
書き方につ
いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

協力しながら、会話を

続ける。 

グループで取り上げるア

イスクリームの種類を決

め、個人でそれについて

調べてくる。グループ内

で説明する。グループの

意見をまとめる。 

グループ･ワークにお

いて、みなで協力しな

がら、会話を続けてい

る。 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

自分の関心のある文
字について 1 つ選
び、それを英語で表
現する。 

ワークシートを用い
て、本文中に出てきた
表現を使いながら、文
字の成り立ちの歴史
について簡潔な説明
文を書く。 

世界の言語や文字
を取り上げ、概要と
魅力を英語で簡潔
に説明することが
できる。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

文字ができるには長
い年月がかかり、そ
の成り立ちの相違を
本文を読んで理解す
る。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、文字や文章、
そのイメージととも
に、その内容を理解す
る。 

文字ができるには
長い歴史があり、そ
の上に今日の存在
があることを読ん
で理解することが
できる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動名詞／to-不定詞／
It is ---to-不定詞のそ
れぞれの意味や働
き，形を理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

動名詞／to-不定詞
／It is ---to-不定詞
のそれぞれの意味
や働き，形を理解し
ている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

Lesson 6 

( 8時間) 

Washoku- 

traditional 

Japanese 

Dishes 

 
無形文化遺
産に登録さ
れた和食の
特徴につい
て、食文化を
守る取り組
みについて
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、

会話を続ける。 

ペアで協力してワークシ

ートに対和文を完成させ

る。 

それに基づき、自然な会

話をする。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、会話を続けてい

る。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

説明文を対話文に変
換し、発表する。 

感情をあらわす表現
を用い、聞き手に伝
わるように話す。 

 

説明文を対話文に変
換する方法を復習し、
実践する。感情表現を
取り入れる。 

ペアで対話を発表す
る。 

説明文を対話文に
変換し、発表でき
る。感情をあらわす
表現を用い、聞き手
に伝わるように話
すことができる。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

和食の特徴、食の進
化と伝統についてそ
の内容を理解する。 

和食と各国の食につい
て読み、その内容を理
解する。 

和食と各国の食に
ついてきちんと理
解できているかど
うか。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係代名詞／SVOO

のそれぞれの意味や
働き，形を理解する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

関係代名詞／
SVOO のそれぞれ
の意味や働き，形を
きちんと理解し表
現できるかどうか 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 8時間) 

From 

Landmines 

to Herbs 

 
 
ハーブが作
り未来。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、会

話を続ける。 

珊瑚礁に関する個人の考

えをしっかり持ち、それ

をペア･ワークにおいて

発表する。互いに協力し

ながら、よりよい案を一

つに絞る。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、会話を続けてい

る。珊瑚礁とは何かを

話し合いその重要性

を理解させる。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

カンボジアの農地の
状況とその危険性を
聞き手に伝わるよう
に話す。 

カンボジアの農地の
利用の観点から考え、
聞き手に伝わるよう
に話す。ペアワークで
行う。 

耕作できない農地
をハーブを作るこ
とによる就労の観
点から考え、聞き手
に伝わるように話
すことができる。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

カンボジアの農地が
なぜ使われないまま
になっていたのか。
その原因と問題を読
んで理解する。 

写真やネットからの知
識と実例を読み、その
問題と内容を理解す
る。 

農地の再生とハー
ブを結びつけて理
解することができ
る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在分詞、過去分詞
の形容詞的用法と分
詞構文を理解する 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

現在分詞、過去分詞
の形容詞的用法と
分詞構文，それぞれ
の意味や働き，形を
理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

Lesson 8 

( 8時間) 

A 

Mysterious 

Object 

from the 

Past 

 
古代の遺物
を通じて、人
類の文明に
ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

グループ･ワークにお

いて、みなで協力しなが

ら、会話を続ける。 

英＝Ee 漢字についてそ

の面白さと芸術性につ

いて考える 

 

グループ･ワークにお

いて、みなで協力しな

がら、会話を続けてい

る。 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文に基づき発見さ
れた物体は何か？ま
た何に使われたの
か。その謎を本文か
ら読み取り、グルー
プで発表する。 

発見された物体とは
何か自分の考えをグ
ループ内で話す。グル
ープで考えをまとめ
て、クラスに対して発
表する。 

発見された物体に
ついて自分の考え
を簡潔にまとめ、グ
ループの意見をま
とめられる。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

発見された物体はど
んなことに使われた
のか。その内容を理
解する。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、アンティキテ
ラの機会の断片の内
容とその内容を理解
する。 

アンティキテラと
は何か、どの程度そ
の用途が分かった
のかを理解するこ
とができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係副詞、It ~ that 

--- のそれぞれの意
味や働き，形を理解
する。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

関係副詞、It ~ 

that--- それぞれ
の意味や働き，形
を理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 



 

単元 

（配当時間） 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 9 

Sesame 

Street 

セサミスト
リートを通
じて、平等を
多様性や各
国が抱えて
いる諸状況
について学
ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

グループ･ワークにお

いて、みなで協力しなが

ら、会話を続ける。 

家庭学習として、自身の

意見を考えてくる。グル

ープ内で発表し、一番い

いものを決める。 

グループ･ワークにお

いて、みなで協力しな

がら、会話を続けてい

る。 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

グループで、世界各
国独自のセサミスト
リートの登場人物に
ついて話し合い、ク
ラスで発表する。 

世界各国独自のセサ
ミストリートの登場
人物についてグルー
プで考えをまとめて、
クラスで発表する。 

グループで、世界各
国独自セサミスト
リートの登場人物
についての考えを
クラスで発表する
ことができる。 

グループでの言語活

動を観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

セサミストリートが
伝えたいことが何な
のかを考える。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、セサミストリ
ートが伝えたいこと
が何なのか考える。 

セサミストリート
が伝えたいことが
何なのかの自分な
りの理解度。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

If - 節、仮定法過去
／I wish~ / as if ~に
ついて，それぞれの
形と意味を理解す
る。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

If - 節、仮定法過去
／I wish~ / as if ~

について，それぞれ
の形と意味を理解
している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 

Lesson 10 

( 8時間) 

Heritages 

of Beatrix 

Potter 

 
絵本作家の
ベアトリク
ス・ポッター
の生き方を
学び、環境保
護について
考える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア･ワークにおいて、

互いに協力しながら、会

話を続ける。 

ペアで協力してワークシ

ートに対和文を完成させ

る。 

それに基づき、自然な会

話をする。 

ペア･ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら、会話を続けてい

る。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

ベアトリクス・ポッ
ターの生い立ちと成
人後の活動をクラス
のみんなに理解して
もらえるように話
す。 

 

箇条書きで彼女の子
供時代の事柄と、大人
になってからの内容
を英語で書く。 

ペアでそれらを確認
する。 

ペアで子供時代の
事柄と成人後の内
容を発表できる。聞
き手に伝わるよう
にできる。 

ペアでの言語活動を

観察する。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取り

組み状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

ベアトリクス・ポッ
ターの生い立ちや考
えについて読んだこ
とを理解する。 

セクションごとに、関
連した画像などを見
ながら、ベアトリク
ス・ポッターについて
読み、そのイメージと
ともに、その内容を理
解する。 

ベアトリクス・ポッ
ターの生い立ちや
考えについて読ん
だことを理解する
ことができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

SVO + to 不定詞／
SVOC／SVOO のそ
れぞれの意味や働
き，形を理解してい
る。 

本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

SVO + to 不定詞／
SVOC／SVOO な
どそれぞれの意味
や働き，形を理解し
ているかどうか。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストにおいて、知識が

身についているかを

判断する。 



 


